
し
、
６
月
に
ま
た
新
し
く
し
ま
し
た
。

児
童
１
１
８
人
の
４
分
の
１
が
仮
設
住
宅

か
ら
通
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
を
借
り
上
げ
る

「
み
な
し
仮
設
」
の
子
も
い
ま
す
。
震
災
後

に
異
動
し
て
き
た
紺
野
校
長
は
、
家
が
狭
く

て
勉
強
す
る
場
に
も
困
る
仮
設
の
子
の
環
境

を
心
配
し
ま
す
。
紺
野
校
長
自
身
、
家
を
失

っ
て
仮
設
住
宅
で
３
年
過
ご
し
た
経
験
か
ら

の
思
い
で
す
。

大
槌
町
立
大
槌
学
園
中
学
部
は
仮
設
校
舎

で
す
。
町
で
は
４
月
か
ら
小
中
一
貫
教
育
が

始
ま
り
、
大
槌
小
と
大
槌
中
を
合
わ
せ
た
新

設
校
「
大
槌
学
園
」
が
で
き
ま
し
た
。

新
校
舎
は
高
台
に
あ
る
大
槌
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
建
設
中
で
す
が
、
完
成
は
来
年
秋
に

な
る
た
め
、
３
年
生
は
仮
設
校
舎
し
か
知
ら

ず
に
卒
業
し
ま
す
。
「
で
も
、
彼
ら
は
仮
設

校
舎
を
本
当
に
大
切
に
使
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
」
。
後
藤
康
副
校
長
は
、
放
課
後
の
掃
除

に
懸
命
な
生
徒
た
ち
の
わ
き
を
通
り
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
部
は
２
５
５
人
。
う
ち
１
０
０
人
近

く
が
町
内
の
仮
設
住
宅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
通
っ
て
き
ま
す
。
学
園
の
駐
車
場
に
は
バ

ス
が
十
数
台
並
ん
で
い
ま
し
た
。

財
団
が
支
援
す
る
バ
ス
代
は
、
部
活
動
の

遠
征
や
他
校
と
の
交
流
に
出
か
け
る
際
の
一

部
に
充
て
ま
す
。

訪
問
し
た
日
は
、
３
年
生
が
長
野
・
軽
井

沢
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
震
災
体
験
と
未

来
を
語
る
「
語
り
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

す
。
前
向
き
に
、
い
ま
何
を
頑
張
っ
て
い
る

か
、
町
を
ど
う
し
た
い
か
を
自
分
の
言
葉
で

語
り
ま
す
。
全
国
か
ら
来
訪
の
要
請
が
続
い

て
い
ま
す
。

校
庭
は
小
学
部
と
の
共
有
で
す
。
で
も
中

学
部
が
昼
休
み
に
使
え
る
の
は
水
曜
日
だ

け
。
「
す
ご
い
勢
い
で
生
徒
た
ち
は
遊
ぶ
ん

で
す
」
と
後
藤
副
校
長
は
笑
顔
で
し
た
。

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
」
。
部

長
の
田
中
友
輝
君
（
２
年
）
は
「
声
を
思
い

切
り
出
せ
て
ま
と
ま
り
が
出
て
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

全
校
生
徒
２
２
９
人
の
28
％
が
仮
設
住
宅

で
す
。
金
校
長
は
言
い
ま
す
。
「
心
が
け
て

い
る
の
は
、
全
員
に
震
災
前
に
流
れ
て
い
た

時
間
を
取
り
戻
し
て
や
る
こ
と
。
学
校
に
来

れ
ば
普
通
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
と
卒
業
生

に
い
わ
れ
た
の
は
う
れ
し
い
言
葉
で
し
た
」


月

日
、
大
船
渡
中
で
は
下
方
に
あ
る

大
船
渡
小
と
合
同
で
、
津
波
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
し
ま
す
。
震
災
時
は
実
際
、
小
学

校
か
ら
児
童
や
教
職
員
た
ち
が
高
台
の
中
学

校
に
逃
げ
、
全
員
無
事
で
し
た
。
「
訓
練
で

や
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
学
校
と

し
て
伝
え
、
残
し
て
い
く
べ
き
こ
と
は
日
々

の
営
み
に
入
れ
て
つ
な
い
で
い
き
ま
す
」
と

金
校
長
は
話
し
ま
し
た
。

釜
石
市
立
釜
石
小
学
校
は
海
か
ら
約
１
㌔

離
れ
た
高
台
に
あ
り
ま
す
。
震
災
の
日
は
短

縮
授
業
で
、
地
震
発
生
時
に
は
当
時
の
児
童

１
８
４
人
は
自
宅
や
公
園
な
ど
に
い
ま
し
た

が
、
全
員
無
事
で
し
た
。
校
区
の
大
半
は
津

波
浸
水
予
想
地
域
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
防

災
教
育
が
生
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。毎

月

日
は
「
釜
小
防
災
の
日
」
で
す
。

当
時
の
状
況
を
た
だ
ひ
と
り
知
る
外
舘
千
春

先
生
に
よ
る
と
、
低
学
年
は
津
波
・
避
難
場

所
を
知
る
、
中
高
学
年
は
津
波
や
地
震
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
昔
の
人
の
教
訓
を
学
ぶ
と
い
っ

た
授
業
を
し
ま
す
。
訓
練
を
す
る
時
も
あ
り

ま
す
。

紺
野
仁
司
校
長
と
校
内
を
歩
き
ま
し
た
。

廊
下
や
昇
降
口
に
張
っ
て
あ
る
「
全
校
ぼ
う

さ
い
安
全
マ
ッ
プ
」
が
目
を
引
き
ま
す
。
校

区
の
危
険
な
場
所
を
子
ど
も
た
ち
の
視
線
で

見
つ
け
、
注
意
を
促
す
の
で
す
。
毎
年
更
新

野
球
部
は
毎
月
半
分
ほ
ど
、
市
教
委
の
バ

ス
で
学
校
か
ら

分
ほ
ど
離
れ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
借
り
て
い
ま
す
。
夕
方
１
～
２
時
間
の

練
習
で
す
が
、
監
督
の
戸
羽
智
英
先
生
は

ー
ト
練
習
は
で
き
る
広
さ
で
す
。
金
賢
治
校

長
は
「
生
徒
は
『
土
の
上
で
で
き
る
だ
け
で

十
分
で
す
』
と
泣
か
せ
て
く
れ
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

岩
手
県
大
船
渡
市
の
最
南
端
、
末
崎
町
に

あ
る
市
立
末
崎
小
学
校
。
校
庭
に
仮
設
住
宅

が
建
ち
並
び
ま
す
。

校
庭
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
、
先
生
か

ら
離
れ
て
友
情
や
人
間
関
係
を
培
っ
て
い
く

自
治
的
な
時
間
と
空
間
。
子
ど
も
の
な
か
で

問
題
を
解
決
し
て
い
け
る
場
所
。
そ
う
考
え

る
熊
谷
拓
郎
校
長
は
、
大
切
な
校
庭
を
使
え

な
い
悩
み
を
語
り
ま
し
た
。

体
育
館
や
中
庭
は
体
を
動
か
す
ス
ペ
ー
ス

を
生
み
出
せ
ま
す
が
、
児
童
の
体
力
が
落
ち

て
い
る
の
も
心
配
で
す
。
仮
設
住
宅
は
来
年

夏
に
は
移
転
す
る
計
画
で
す
。
土
の
入
れ
替

え
作
業
な
ど
で
、
元
に
戻
る
の
は
さ
ら
に
先

に
な
り
ま
す
。
５
年
生
は
、
校
庭
に
立
つ
こ

と
な
く
卒
業
す
る
見
通
し
で
す
。

児
童
１
５
２
人
の
う
ち
15
人
が
い
ま
も
仮

設
住
宅
に
い
ま
す
。
う
ち
２
人
は
校
庭
か
ら

通
い
ま
す
。
移
転
す
れ
ば
通
学
が
不
便
に
な

る
し
、
仮
設
の
人
た
ち
に
も
負
担
を
か
け
ま

す
。
「
校
庭
が
戻
れ
ば
い
い
、
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
」

財
団
の
援
助
で
は
プ
ー
ル
の
コ
ー
ス
ロ
ー

プ
を
買
う
予
定
で
す
。
「
ベ
ル
マ
ー
ク
に
は

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
熊
谷
校
長
は
話
し

ま
し
た
。

大
船
渡
湾
を
望
む
高
台
に
あ
る
大
船
渡
市

立
大
船
渡
中
学
校
の
校
庭
に
も
仮
設
住
宅
が

あ
り
ま
す
。
入
居
者
が
減
り
、
今
年
２
月
に

駐
車
場
を
縮
め
て
小
さ
な
「
広
場
」
が
で
き

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
置
き
、
シ
ュ

す
。
全
校
で
29
人
の
小
規
模
校
な
の
で
、
子

ど
も
た
ち
は
学
年
を
超
え
て
非
常
に
仲
良
し

で
す
。
上
級
生
は
下
級
生
の
面
倒
を
良
く
見

て
い
ま
す
。
今
年
は
3
人
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
給
食
は
子
ど
も
も
先
生
も
み
ん
な

一
緒
の
教
室
で
食
べ
ま
す
。

一
方
、
よ
り
切
磋
琢
磨
し
、
広
い
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
た
め
二
俣
小
と
交
流
も
深
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
「
大
川

小
と
二
俣
小
で
心
を
ひ
と
つ
に
最
高
の
運
動

会
を
作
り
上
げ
よ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
二
俣
小
と
合
同
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

学
校
で
は
昨
年
か
ら
防
災
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
学
区
内
の
リ
ス
ク
マ
ッ
プ

を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
成
し
、
授
業
で

実
際
に
出
か
け
自
分
の
目
で
確
認
し
ま
し

た
。雄

勝
小
学
校
は
、
北
上
川
の
北
側
、
相
野

谷
地
区
に
あ
る
石
巻
北
高
校
飯
野
川
校
舎
の

敷
地
内
に
仮
設
校
舎
が
あ
り
ま
す
。
高
校
の

４
階
に
は
雄
勝
中
学
校
が
間
借
り
し
て
い
ま

す
。
高
校
は
定
時
制
な
の
で
、
日
中
の
校
庭

は
児
童
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

雄
勝
地
区
は
、
水
産
業
が
盛
ん
で
ホ
タ
テ

の
養
殖
や
鮭
の
稚
魚
の
放
流
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雄
勝
硯
（
お
が
つ
す
ず

り
）
の
原
料
と
な
る
玄
昌
石
の
産
地
と
し
て

も
有
名
で
す
。

現
在
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
海
に
通
い
漁
業

で
生
計
を
立
て
て
い
る
家
庭
が
多
く
あ
り
ま

す
。学

校
で
は
運
動
会
は
小
学
校
、
中
学
校
の

合
同
運
動
会
と
し
て
９
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
小
・
中
合
同
で
ソ
ー
ラ
ン

や
、
開
会
式
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
３
月
に
は
大
須
小
学
校
と
統

合
し
て
、
新
し
く
完
成
す
る
雄
勝
地
区
統
合

小
中
学
校
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

渡
波
小
学
校
は
２
０
１
４
年
３
月
に
改
修

が
終
わ
り
仮
設
校
舎
か
ら
戻
っ
て
き
ま
し

た
。３

月
10
日
に
は
体
育
館
で
５
、
６
年
生
に

よ
る
再
開
後
初
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
地
域

の
人
た
ち
が
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
書
か
れ

た
横
断
幕
を
持
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
の
近
く
の
お
年
寄
り
が
運
動
会
の
練

習
を
見
学
に
来
た
り
、
通
学
途
中
で
「
お
は

よ
う
」
と
気
軽
に
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け

た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
「
自
前
の
校
庭
で
遊

べ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
も
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
遊
ん
で
汗
を
か

く
と
集
中
力
が
増
し
、
人
の
話
も
よ
く
聞
け

る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
」
と
松
浦
達
夫
校

長
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

現
在
、
学
校
は
地
域
の
避
難
所
と
な
り
、

屋
上
に
は
停
電
の
場
合
の
発
電
用
に
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
外
か
ら
屋
上
に
の

ぼ
れ
る
よ
う
新
た
に
避
難
階
段
も
増
設
さ
れ

ま
し
た
。
11
月
に
は
地
域
の
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

屋
上
か
ら
は
今
年
３
月
に
完
成
し
た
、
沿

岸
部
で
の
避
難
の
た
め
の
「
大
宮
町
津
波
避

難
タ
ワ
ー
」
が
近
く
に
望
め
ま
す
。

石
巻
市
の
中
央
や
や
北
に
位
置
す
る
二
俣

小
学
校
の
校
庭
の
一
角
に
大
川
小
学
校
の
仮

設
校
舎
が
建
っ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
、
体
育

館
な
ど
は
二
俣
小
の
も
の
を
借
り
て
い
ま

数
は
９
月
１
日
現
在
。
児
童
・
生
徒
数
は
５

月
１
日
現
在
）
。

釜
小
学
校
で
は
、
震
災
で
プ
ー
ル
、
空
調

設
備
、
体
育
館
、
給
湯
設
備
に
大
き
な
損
害

を
受
け
ま
し
た
。
震
災
前
６
６
４
人
い
た
児

童
は
現
在
４
３
５
人
に
減
っ
て
い
ま
す
。
児

童
の
約
４
分
の
１
は
本
来
の
学
区
外
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
車
で
の
送
迎
で
通
っ
て
い
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発
車
時
間
は
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、
放
課
後
の
学
校
で
の
活
動
時

間
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
帰
っ
て
も
仮
設
住
宅

の
外
で
は
運
動
で
き
る
場
所
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。

湊
小
学
校
は
２
０
１
４
年
４
月
、
湊
第
二

小
学
校
と
統
合
し
、
改
修
が
終
わ
っ
た
校
舎

で
新
た
に
再
開
し
ま
し
た
が
、
地
域
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
転
出
が
重
な
り
、
現
在
で
は
２
１
３
人
と

元
の
湊
小
学
校
よ
り
児
童
数
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

や
は
り
学
区
外
の
仮
設
住
宅
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
で
通
う
児
童
が
約
１
割
い
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
間
に
合
う
よ
う
、
放

課
後
実
施
し
て
い
た
校
内
清
掃
を
昼
休
み
に

行
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
、
他
校
の
校
舎
を
間
借
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
改
修
が
終
わ
り
元
の
学
校

に
戻
り
ま
し
た
。

「
震
災
後
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
学
年
の

子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
の
大
変
さ
を
感
じ
て

い
る
よ
う
で
、
担
任
を
含
め
学
校
全
体
で
対

応
し
て
い
ま
す
」
と
佐
々
木
隆
哉
校
長
は
話

し
ま
す
。

に
全
線
復
旧
し
た
の
を
は
じ
め
、
市
内
で
は

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
ま
す
。
一
方
で
、
今
な
お
４
７
９
７
世
帯

・
１
万
１
５
２
人
が
仮
設
住
宅
に
暮
ら
し
、

５
０
６
人
の
児
童
、
２
５
９
人
の
生
徒
が
そ

こ
か
ら
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
（
そ
の
ほ
か

に
親
戚
宅
な
ど
か
ら
通
っ
て
い
る
児
童
・
生

徒
が
小
中
学
校
合
計
で
58
人
。
世
帯
数
・
人

宮
城
県
石
巻
市
は
県
東
部
に
位
置
し
、
東

日
本
大
震
災
で
は
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

今
年
５
月
30
日
、
仙
台
と
石
巻
を
結
ぶ
Ｊ

Ｒ
仙
石
線
が
、
震
災
か
ら
４
年
２
カ
月
ぶ
り

校
庭
で
遊
ぶ
こ
と
な
く
卒
業
も

改
修
終
わ
っ
た
校
舎
へ
徐
々
に

学校の時間大切／前向き｢語り部｣仮設通学800人／小中合同運動会

雄
勝
小
仮
設
校
舎
（
左
）
と
、
雄
勝
中

が
入
っ
て
い
る
石
巻
北
高
飯
野
川
校
舎

＝
石
巻
市
内

屋
上
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
。
避
難
所
に
な
っ
た
時
の

発
電
用
で
す
＝
渡
波
小

借
り
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
す

る
大
船
渡
中
の
野
球
部
。
広
さ

が
う
れ
し
い
＝
大
船
渡
市
内

休
み
時
間
に
校
舎
の
周
り
を
走
る
子
ど
も
た
ち
。

熊
谷
校
長
が
見
守
り
ま
す
＝
大
船
渡
市
立
末
崎
小

ベ
ル
マ
ー
ク
で
購
入
し
た
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
で
話
す
佐
々
木
校
長
。
他
の
階
と

通
話
し
ま
す
＝
湊
小

い、実験で体験した分別方法が実際の

リサイクルで利用されていることを伝

えます。

◇

問い合わせ・申し込みはキヤノンＭ

ＪのＣＳＲ本部商品環境推進グループ

（03・6719・9207）までどうぞ。

もらいます。

座学の後は分別実験に挑戦です。混

ざりあった材料（鉄、発泡スチロー

ル、プラスチック２種類）を磁石や

水、ふるいなどを使って分別してみま

す。実験の後は、ビデオでキヤノンの

リサイクル工場を「見学」してもら

います。

プリンターの消耗品であるトナーカ

ートリッジのリサイクルを例に、リサ

イクルには分別が重要であること、理

科で学習する「ものの特徴（磁石につ

く、重さ、大きさ）」を利用して分別

すると便利であること、などを知って

授業は90分間です。限りある地球資

源を守るために、ゴミを減らすことと

資源を繰り返し使うことの大切さを学

びます。３Ｒ（リユース、リデュー

ス、リサイクル）が必要であることも

知ってもらい、キヤノングループの環

境への取り組みにも理解を深めてもら

社のキヤノンマーケティングジャパン

（キヤノンＭＪ、ベルマーク番号）

が、今年度中に「出前」する小学校を

募集しています。

小学４～６年生を対象に分別を学ぶ

「環境出前授業」を催している協賛会

分別学ぶ｢出前授業｣いかが
キヤノンＭＪが小学校募集

(６)第３種郵便物認可ベ ル マ ー ク 新 聞２０１５年()


